
































































































































【葵】５世中加波利伝後与路徒物宇久於世中かはりて後よろつ物うくお本左礼天御身乃屋武古止奈佐毛曽婦尓也ほされて御身のやむことなさもそふにや可流〳〵之幾御忍比安利幾毛徒ゝかる〳〵しき御忍ひありきもつゝ末之久帝古ゝ毛閑之己毛於保川可ましくてこゝもかしこもおほつか奈左乃奈介起遠加左祢給武久比丹也奈越王なさのなけきをかさね給むくひにやなをわ連耳川礼奈幾人 御心遠徒支世寿能三於れにつれなき人 御心をつきせすのみお本之奈希久以万八満之天飛万奈久堂ゝほしなけくいまはましてひまなくたゝ人農屋宇丹天曽比於者之末寸遠以満幾人のやうにてそひおはし すをいまき左起盤古ゝ路也末之宇於保寿耳也宇地尓さきはこゝろやましうおほすにやうちに




【葵】７耳井多末比丹之加者大将乃御にゐたまひにしかは大将の御古ゝ路波遍毛以登堂能毛 気奈幾遠こゝろはへもいとたのも けなきを於左奈幾御安利佐万乃宇之呂女多佐耳おさなき御ありさまのうしろめたさに古登徒気伝久多里屋之那末之登ことつけてくたりやしなましと可年天与利於本之遣里院耳毛かねてよりおほし り院にも加ゝ類古登奈止幾己之免之天かゝることなときこしめして故三也農以登屋无 那久於故みやのいとやん くお本之登幾女可之太末比之ほしときめかしたまひし毛乃遠可類〳〵之宇遠之奈遍ものをかる〳〵しうをしなへ






【葵】９安之介礼者和可御心知丹毛気尓止思比志良留礼半あしけれはわか御心ちにもけにと思ひしらるれは閑之己末利天佐不良飛給人乃多女波知加末之かしこまりてさふらひ給人のためはちかまし幾事奈久以川連遠毛奈多良可尓毛天奈之伝き事なくいつれをもなたらかにもてなして女乃宇良見奈於比曽登乃多満者寸留尓毛気之可良奴女のうらみなおひそとのたまはするにもけしからぬ心能於保気奈左越毛幾己之免之川希太良无心のおほけなさをもきこしめしつけ らん時止於曽呂之遣礼半可之己満利天末可天給時とおそろしけれはかしこまりてまかて給奴末多閑久院尓毛幾古 女之乃多満八寸留丹ぬまたかく院にもきこ めしのたまはするに人乃御名毛我太女毛寸起加末之久以止越之幾人の御名も我ためもすきかましくいとをしき仁屋无己止奈久心久流之幾寸地尓八於毛飛幾にやんことなく心くるしきすちにはおもひき
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奈之佐利止天人丹久ゝ波之多奈久八毛天那之なしさりとて人にくゝはしたなくはもてなし多万波奴御気 幾遠君毛奈越古登奈里たまはぬ御け きを君もなをことなり止於保之王 流大殿尓八加久乃三左太女奈幾御心とおほしわ る大殿にはかくのみさためなき御心遠古ゝ呂徒幾那之止於保世止安末利徒〱末奴御をこゝろつきなしとおほせとあまりつつまぬ御気色乃以婦可比奈介礼半耳也安良武不可久毛気色のいふかひなけれはにやあらむふかくも衣武之幾古衣多万波春心久流之幾佐万乃御心えむしきこえたまはす心くるしきさまの御心知丹奈也三給天物古ゝ路保曽計丹於保盈多里ちになやみ給て物こゝろほそけにおほえたり女川良之久阿者礼登思比幾己衣堂末比天太連毛〳〵めつらしくあはれと思ひきこえたまひてたれも〳〵宇礼之幾毛乃可 遊ゝ之宇於本之帝左満〳〵乃うれしきものか ゆゝしうおほしてさま〳〵の
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羅不人〳〵毛佐宇〳〵之希奈女里登天仁者加尓らふ人〳〵もさう〳〵しけなめりとてにはかに御車女久良之於保勢給天見給日多気遊御車めくらしおほせ給て見給日たけゆ幾帝幾之支毛和左止奈良怒佐万丹 以天きてきしきもわさとならぬさまに いて太万遍里比末毛奈久多地 多利多留耳与たまへりひまもなくたち たりたるによ楚遠之宇飛幾川ゝ幾天立王川良婦与起女房そをしうひきつゝきて立わつらふよき女房久流万於保久伝佐 〳〵乃人奈幾比万遠於毛比くるまおほくてさ 〳〵の人なきひまをおもひ左太女天三那左之乃計左寸留中丹安之呂能さためてみなさしのけさする中にあしろの寸古之奈礼多留可志多寸多礼 左満奈止与之者すこしなれたるかしたすたれ さまなとよしは女類耳以多宇飛幾入天本能 奈留袖久地毛めるにいたうひき入てほの なる袖くちも
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那利介利川礼奈之徒久連東遠能なりけりつれなしつくれとをの津可良見志利奴佐者可利丹天八佐奈つから見しりぬさはかりにてはさな以者世楚大将殿遠曽可宇気耳八思いはせそ大将殿をそかうけに 思幾己遊良武奈登以不遠曽乃御可多きこゆらむなといふをその御かた能人毛満之連ゝ波以止越之登の人もましれゝはいとをしと見那可良与婦井世无毛王川良八之見なからよふゐせんもわつらはし気礼半志良須可保徒久類徒井丹けれはしらすかほつくるつゐに御久留満止毛堂天川ゝ気川連半御くるまともたてつゝけつれは人太末比乃於 耳於之屋良礼人たまひのお におしやられ
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登末里介利以止ゝ地可久伝見衣无満天八於本之とまりけりいとゝちかくて見えんまてはおほし与良寸和可幾人〳〵盤聞丹久起末天女帝幾己よらすわかき人〳〵は聞にくきまてめてきこ盈安遍里祭乃日八大殿尓八物見多万波春大えあへり祭の日は大殿には物見たまはす大将乃君可能御車乃所安良曽比遠末年比幾将の君かの御車の所あらそひをまねひき己由累人阿里介礼半以止ゝ遠之宇於本之天奈越こゆる人ありけれはいとゝをしうおほしてなを安多良於毛里加尓於者寸流人乃物耳奈左計遠あたらおもりかにおはする人の物になさけを久礼寸起〳〵之幾止己呂川幾給遍良安末里仁くれすき〳〵しきところつき給へるあまりに身徒可良八佐之毛於保左ゝ里計女止閑ゝ流奈みつからはさしもおほさゝりけめとかゝるな可良比八奈左計 八寸部幾 乃止毛於保以多良奴御心からひはなさけ はすへき のともおほいたらぬ御心
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志保乃ゝ止計可良奴耳物丹加幾徒気天於者しほのゝとけからぬに物にかきつけておは寸流佐万羅宇〳〵之起毛乃可良和可宇於可之幾遠するさまらう〳〵しきものからわかうおかしきを女天堂之登於保寿介不毛所奈久太知丹介里めてたしとおほすけふも所なくたちにけり武万波乃於止ゝ乃本止丹多天王川良飛天上達むまはのおとゝのほ にたてわつらひて上達部乃久留満止毛於保久伝毛 佐者加之気奈留部のくるまともおほくても さはかしけなる
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曽比丹介利川良幾可多丹思比波天給部止以万八そひにけりつらきかたに思ひはて給へといまは止天婦利波奈礼久多里給奈武八以登心保曽閑とてふりはなれくた 給なむはいと心ほそか里奴部久与楚乃人幾ゝ毛人和良遍奈良无事りぬへくよその人きゝも人わらへならん事止於保春佐利止天堂地登末流部久於毛本之奈とおほすさ とてたちとまるへくおもほしな類耳八可久己与奈幾左満尓三那思飛久多寸るにはかくこよなき まにみな思ひくたす遍可女流毛也春可良寸川利春流安万乃宇計奈礼へかめるもやすからすつりするあ のうけなれ也止於起不之於本之王川良婦気尓也御心知毛やとおきふしおほしわつらふけにや御心ちも宇起多留屋宇丹 保佐連帝奈也末之宇久天うきたるやうに ほされてなやましうくて給大将殿尓八久 利多万八武己止越毛天波奈礼天安給大将殿にはく りたまはむことをもてはなれてあ
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川多和利多類物乃与者女丹以天幾多流奈登つたわりたる物のよはめにいてきたるなと武年〳〵可良須曽見 礼安良波留ゝ堂ゝ津久〳〵止むね〳〵からすそみ れあらはるゝたゝつく〳〵と祢遠乃三奈起給天於利〳〵八武年遠世幾安介川ゝねをのみなき給ており〳〵はむねをせきあけつゝ以美之久多部可多遣仁満止宇和左遠志多末部半以いみしうたへかたけにまとうわさをしたまへはい可耳遠者須部幾丹可止由ゝ之宇可那之かにをはすへきにかとゆゝしうかなし於本之安波天多里院与利毛御止婦良飛おほしあはてたり院よりも御とふらひ比万奈久御祈乃事末天於本之与良世給左ひまなく御祈の事まておほしよらせ給さ満能可多之希奈幾仁川気天毛以止ゝ於 遣まのかたしけなきにつけてもいとゝお け奈類人乃御身也世中安万祢久於之美幾己なる人の御身也世中あまねくおしみきこ
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奈計連止物思不丹安久可流奈留玉之為八佐毛也なけれと物思ひにあくかるなる玉しゐはさもや安良武止於本之志良累ゝ事阿里止之比与呂津尓あらむとおほししらるゝ事ありとし比よろつに於毛比乃己春事那久寸久 川礼止加宇之毛久多遣おもひのこす事なくすく つれとかうしもくたけ奴遠波可奈幾古止 於利尓人農思気知奈幾物ぬをはかなきこと おりに人の思けちなき物丹毛帝奈寸左満奈利之御禊乃ゝ知一婦之にもてなすさまなりし御禊のゝち一ふし丹於本之宇可礼尓之心志川末里加多久於本左留におほしうかれにし心しつま かたくおほさる希尓也寸己之宇地末止呂三多末不夢耳盤けにやすこしうちまとろみたまふ夢には彼姫君止於保之幾人乃以止幾与良仁天安流彼姫君とおほしき人のいときよらにてある所尓行天登可久比幾満左久利宇川ゝ丹毛仁春太所に行てとかくひきまさくりうつゝにもにすた
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志幾事遠以比川希良流ゝ寸久世乃宇起事春しき事をいひつけらるゝすくせのうき事す遍天川礼奈幾人丹以可天心毛可計幾古衣之止於保へてつれなき人にいかて心もかけきこえしとおほ之返世登於毛不毛物遠奈利左 宮八己曽宇地尓し返せとおもふも物をなりさ 宮はこそうちに以里給部加利之遠佐万〳〵左波累 安利伝己いり給へかりしをさま〳〵さはる事ありてこ乃秋以利給九月尓八也可天野乃宮尓宇川呂比の秋いり給九月にはやかて野の宮にうつろひ給部介礼八婦多ゝ比乃御波良部乃以曽起登利加左年天給へけれはふたゝひの御はらへのいそきとりかさねて安流部幾耳太ゝ安也之久本希〳〵志宇天徒久〳〵あるへきにたゝあやしくほけ〳〵しうてつく〳〵止婦之奈也三多末不遠宮人以美 幾太以之とふしなやみたまふを宮人いみ きたいし丹天御以能利奈止左満〳〵川可宇末川連流遠止呂〳〵にて御いのりなとさま〳〵つかうまつれるをとろ〳〵
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天宇世良連天心久類之遣仁奈起王比天寸己之てうせられて心くるしけになきわひてすこし遊留部多末部也大将耳幾己由部幾古登安里止ゆるへたまへや大将にきこゆへきことありと乃太末不佐連八与安流也宇阿良无止天地可 御木のたまふされはよあるやうあらむとてちか 御木帳乃毛止丹入多天満川利堂里計耳加幾利能左帳のもとに入 てまつりたりけにかきりのさ満耳物之給遠幾古盈遠可満本之幾事毛於まに物し給をきこえをかまほしき事もお波寸留尓也止天於止ゝ毛宮毛春古之志曽起堂はするにやとておとゝも宮もすこししそきた末部里加知乃僧止毛己恵志川女天法花経遠与まへりかちの僧ともこゑしつめて法花経をよ美多留以三之久太宇止之御木丁乃可多飛良比みたるいみしくたうとし御木丁のかたひらひ幾安希天見堂天末川利太末部八以登於可之遣きあけて見たてまつりたまへはいとおかしけ
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人乃止可久以婦遠与加良奴物止毛乃以飛出類事毛人のとかくいふをよからぬ物とものいひ出る事も聞丹久ゝ於本之天乃給比気川遠女丹美春〳〵世尓八聞にくゝおほしての給ひけつをめにみす〳〵世には可ゝ流事己曽安里介礼登宇止満之宇成奴安奈心宇かゝる事こそありけれとうとましう成ぬあな心う止於保左礼天加久乃給部止誰登己曽志良祢多之可丹とおほされてかくの給へと誰とこそしらねたしかに能多末部止乃給部半太ゝ曽礼奈累御安利左満耳安左のたまへとの給へはたゝそれなる御ありさまにあさ末之止八世 川祢也人〳〵地可宇末以累毛加多波良以ましとは世 つね也人〳〵ちかうまいるもかたはらい太宇於保佐留寸己之御己恵毛志川末利太末部礼者たうおほさるすこし御こゑもしつまりたまへれは飛万於者寸留仁也止天宮乃 由毛天与世多末部留ひまおはするにやとて宮の御ゆもてよせたまへる耳加幾於己左礼多末比天本止奈久武末礼給奴にかきおこされたまひてほとなくむまれ給ぬ
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安利女川良之幾御閑之徒幾丹皆人由留部里院ありめつらしき御かしつきに皆人ゆるへり院遠八之女多天末川利天見己多地上達部乃己流奈幾をはしめたてまつりてみこたち上達部のこるなき宇不屋之奈比止毛能免川良可丹以可女之幾遠夜毎うふやしなひとものめつらかにいかめしきを夜毎丹見乃ゝ志類於止己仁天佐部於者寸礼八曽乃保止乃に見のゝしるおとこにてさへおはすれはそのほとの左保宇尓幾八 志久女天堂之彼宮寸所八可ゝ類さほうにきはゝしくめてたし彼宮す所はかゝる御安里様遠幾ゝ給天毛太 奈良寸可年天八以登安御あり様をきゝ給てもた ならすかねてはいとあ也宇久幾古衣之遠多以良可丹毛波多止宇地於本之やうくきこえしをたいらかにもは とうちおほし介利安也之久我尓毛安良奴御心知遠於保之徒ゝけりあやしく我にもあらぬ御心ちをおほしつゝ久流耳御曽奈止毛太ゝ気之乃香耳之見くるに御そなともたゝけしの香にしみ
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太末比奴殿乃宇地人寸久那耳志女也可奈留本たまひぬ殿のうち人すくなにしめやかなるほ止耳仁者可尓礼以乃御武年遠世幾阿遣天とににはかにれいの御むねをせきあけて以登以多宇満止比給内丹御世宇曽己幾古盈太いといたうまとひ給内 御せうそこきこえた末婦本止毛奈久堂衣入給奴安之遠空丹天多まふほともなくたえ入給ぬあしを空にてた連毛〳〵満可天給奴連半除目能夜奈利遣礼止れも〳〵まかて給ぬれは除目の夜なりけれと加久和利奈幾御佐者利奈礼半三那事也婦連かくわりなき御さはりなれはみな事やふれ多流也宇也乃ゝ志 佐者久保止夜 可波可利那たるやう也のゝし さはくほと夜 か かりな礼者山乃座主奈尓久礼 曽宇多地毛衣佐宇之れは山の座主なにくれ そうたちもえさうし安遍太万波春以満左利止毛登思比多由三太あへたまはすいまさりともと思ひたゆみ
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袖遠布地止奈之計累止天念寸之給部累佐袖をふちとなしけるとて念すし給へるさ万以止ゝ奈満面可之左満左利天経忍日屋可丹まいとゝなまめかしさまさりて経忍ひやかに与美給比川ゝ法界三昧婦介无大之止宇地乃よみ給ひつゝ法界三昧ふけん大しとうちの多末部累於己奈比奈礼多累法師与利八気奈里たまへるおこなひなれたる法師よりはけなり和可君遠見 天末川利 毛奈尓ゝ志乃不乃止以登ゝわか君を見 てまつり給もなにゝしのふのといとゝ露遣ゝ礼止可ゝ類加多見佐部奈可良満之可八止於露けゝれとかゝるかたみさへなからましかはとお
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君盤二条乃院耳多介安可良佐万丹毛和多里君は二条の院にたにあからさまにもわたり多万波春安者礼丹布可久於毛比奈介起天於己奈比たまはすあはれにふかくおもひなけきておこなひ遠満女耳志 末比川ゝ安可之久良之給所〳〵をまめにし ひつゝあかしくらし給所〳〵丹八文八可利楚多天末川利給可乃宮春所八斎には文はかりそたてまつり給かの宮す所は斎宮盤左衛門川可左丹入給耳遣礼八以登 以川宮は左衛門つかさに入給にけれはいとゝいつ久之幾御幾与満八利仁事川希天幾己盈毛くしき御きよまはりに事つけてきこえも加与比給者寸宇之登思志見尓之世毛奈部帝かよひ給はすうしと思しみにし世もなへ以止者之久成 天可ゝ類本多之太耳曽盤いとはしく成給てかゝるほたしたにそは佐良末之加者祢可八之幾左満尓毛奈利那万之さらましかはねかはしきさまにもなりなまし
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遠久良武本止曽波可奈幾可川八於保之遣地天与加之をくらむほとそはかなきかつはおほしけちてよかし御覧世春毛也止天古礼丹毛止起古衣給部里佐止丹御覧せすもやとてこれにもときこえ給へりさとに於者寸留程奈利介礼半忍比 見多末比帝本能女おはする程なりけれは忍ひ 見たまひてほのめ可之給部累遣之幾遠心乃於丹ゝ志流久美給天かし給へるけしきを心のおにゝしるくみ給て佐連者与登於本春毛以見 猶以止加幾利奈幾されはよとおほすもいみ 猶いとかきりなき身乃宇左也介利加也宇奈流幾古盈有天院尓毛身のうさ也けりかやうなるきこえ有て院にも
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見多留ゝ丹奈越連以乃左満尓毛於者世春佐留盤みたるゝになをれいのさまにもおはせすさるは大可多乃世耳徒介天心丹久ゝ与之安流幾己盈大かたの世につけて心にくゝよしあるきこえ安里天武可之与里名太可久物之給部半野乃ありてむかしより名たかく物し給へは野の宮乃御宇川呂比乃本止丹毛於可之宇今女起多留宮の御うつろひのほとにもおかしう今めきたる事於保久志那之天殿上人止毛毛己乃末之事おほくしなして殿上人とももこのまし幾奈止八安佐夕乃露和気安利久曽能古路乃きなとはあさ夕の露わけありくそのころの也久丹奈武寸流 聞給天毛大将乃君八古登八利やくになむする 聞給ても大将の君はことは楚可之遊部八安久末天川幾 比津留物遠毛そかしゆへはあくまてつき給ひつる物をも之世中丹阿幾波天ゝ久多里多 比奈者し世中にあきはてゝくたりた ひなは
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見太末比天安天幾八以末波我遠己曽八於毛婦部幾見たまひてあてきはいまは我をこそはおもふへき人奈女礼止乃多満部者以美之宇奈久保止奈幾阿人なめれとの へはいみしうなくほとなきあ己女人与利八久呂宇楚女天久呂幾加左美久八佐宇こめ人よりはくろうそめてくろきかさみくはさう色の波可満奈止幾太留毛於可之幾寸可多奈里武色のはかまなときたるもおかしきすかたなりむ可之遠忘連佐良武人盤川連〳〵遠志乃比天毛遠かしを忘れさらむ人はつれ〳〵をしのひてもを左奈幾人遠見寸天春物之多末部美之世乃名さなき人を見すてす物したまへみし世の名己利奈久人〳〵佐部可礼奈八多川幾奈佐毛万佐利こりなく人〳〵さへかれなはたつきなさもまさり奴部幾奈武奈止三那古ゝ路奈可ゝ流部幾事止毛遠ぬへきなむなとみなこゝろなかゝるへき事ともを乃多末部止以天也以止ゝ満知止越丹曽 利多満八无のたまへといてやいとゝまちとをにそ りたまはん
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太万遍利於止ゝ飛佐之宇多女良比給帝与八比たまへりおとゝひさしうためらひ給てよはひ乃徒毛里尓八佐之毛阿留末之幾古止尓川希天太のつもりにはさしもあるましきことにつけてた耳奈美多毛呂奈累王佐尓侍留越末之天比留与那になみたもろなるわさに侍るをましてひるよな久思堂末部末止八礼侍留心遠衣乃止女侍良祢八人女く思たまへまとはれ侍る心をえのとめ侍らねは人め毛以止美多里加八之久心与波幾左満耳侍留部遣もいとみたりかはしく心よ きさまに侍るへけ連半院奈止丹毛盈万以利侍良奴也事乃徒為天れは院なとにもえまい 侍らぬ也事のつゐて仁盤佐也宇丹於毛武気曽宇世左勢太末部以久波久毛にはさやうにおもむけそうせさせたまへいくはくも侍流末之幾於比乃寸恵耳打寸天羅連太留侍るましきおひのすゑ 打すてられたる可徒良宇毛 累可那止天世女天思日之川女天乃給かつらうも かなとてせめて思ひしつめての給
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可良天加久心遠末止波寸部久己曽八安利希女登加からてかく心をまとはすへくこそはありけめとか遍利天八川良宇佐幾乃世 於毛比屋利徒ゝ奈武左へりてはつらうさきの世 おもひやりつゝなむさ末之侍越多ゝ日比耳曽部天恋之左乃太盈まし侍をたゝ日比にそへて恋しさのたえ加多幾止此大将君乃今者登与楚尓成多万八无かたきと此大将君の今はとよそに成たまはん奈無安可寸以美之久思多満部良留ゝ飛止比不川可毛なむあかすいみしく思たまへらるゝひとひふつかも美衣給八寸可礼〳〵丹於八世之遠 耳阿可寸武みえ給はすかれ〳〵におはせしを にあかすむ祢以多宇思比侍之遠安左夕乃飛可利宇之奈比天八ねいたう思ひ侍しをあさ夕のひかりうしなひては以可天可世尓奈可良婦部可良武止御己恵毛盈志乃比安部いかてか世になからふへからむと御こゑもえしのひあへ多万八春奈 給丹御末遍 留於止奈〳〵之幾人たまはすな 給に御まへ るおとな〳〵しき人
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天毛彼以奈美久川之多里徒留遣之幾止毛楚阿ても彼いなみくつしたりつるけしきともそあ者礼耳思出良連太末婦御左宇曽久堂天末川利はれに思出られたまふ御さうそくたてまつり加部帝西乃多以 和多利給部利衣可部乃御志川良かへて西のたい わたり給へり衣かへの御しつら飛久毛利奈久安左也可仁美衣天与幾和可人和良八部乃奈ひくもりなくあさやかにみえてよきわか人わらはへのな里寸可多女也寸久止ゝ乃部天少納言可毛 那之りすかためやすくとゝのへて少納言かも なし心毛止奈幾所奈久古ゝ呂丹 之登見太末婦姫心もとなき所なくこゝろに しと見たまふ姫君以止宇津久之宇比 徒久呂比天於者寸留飛君いとうつくしうひ つくろひておはするひ左之閑利徒留本 丹以止己与奈久己曽於止奈比さしかりつるほ にいとこよなくこそおとなひ給耳遣礼止天知以佐幾見幾丁引安希天美給にけれとてちいさきみき丁引あけてみ
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加多良飛幾己盈給不遠少納言八宇礼之登幾久物かたらひきこえ給ふを少納言はうれしときく物可良猶安屋之久思比 遊也武己止奈幾忍比から猶あやしく思 ゆやむことなき忍ひ所於保久加ゝ川良比太末部連八又和川良者之幾也所おほくかゝつらひたまへれは又わつらはしきや多知加八利多万八无止於毛不曽仁久幾心奈留屋たちかはりたまはんとおもふそにくき心なるや和可方耳王 里給天中将乃君止以婦耳御わか方にわ り給て中将の君といふに御安之奈登万以利寸左比天於保止能古毛利奴朝あしなとまいりすさひておほとのこもりぬ朝尓八和可君乃御毛止丹文多天末川利堂末不安にはわか君の御も に文たてまつりたまふあ者礼奈流御返遠美給不尓毛川幾世奴事止毛乃三はれなる御返をみ給ふにもつきせぬ事とものみ奈武以止川連〳〵丹奈可女加地奈礼止何止奈幾御安利なむいとつれ〳〵になかめかちなれと何となき御あり
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呂〳〵仁天満以礼留遠見給天君三那美乃加多丹出ろ〳〵にてまいれるを見給て君みなみのかたに出太末比天惟光遠女之 此毛知為加宇可寸〳〵丹たまひて惟光をめし 此もちゐかうかす〳〵に所世起左満尓波安良天阿春乃久礼耳万以良世与今日所せきさまにはあらてあすのくれにまいらせよ今日八以万〳〵之幾日奈利気利登宇知保ゝ恵三天はいま〳〵しき日なりけりとうちほゝゑみて乃多末不御希之幾遠心止 毛乃丹天布止思与のたまふ御けしきを心と ものにてふ 思よ里奴惟光太之可仁天毛宇計多満八良天遣尓安以行りぬ惟光たしかにてもうけたまはらてけにあい行波之女八日盈利之天幾己之女寸部幾丹己曽はしめは日えりしてきこしめすへきにこそ左天毛祢乃己八以久川可川可宇末川良春部宇侍良无登さてもねのこはいくつかつかうまつらすへう侍らんと満女多地天申世八三川可飛止川丹天毛安良武可之止まめたちて申せはみつかひとつにてもあらむかしと
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古登佐万仁王久流御心毛奈久天奈丹可八加者可利美之ことさまにわくる御心もなくてなにかはかはかりみし可ゝ女類世耳加久天毛思比左太末利 武人乃恨かゝめるよにかくても思ひさたまり む人の恨毛於婦末之加利遣里止以止ゝ安也宇久於毛もおふまし りけりといとゝあやうくおも本之古利丹堂利彼三也春所八以 於之介礼ほしこりにたり彼みやす所はい ゝおしけれ登満己止乃与流部止太乃三幾古衣无尓波加奈良春とまことのよるへとたのみきこえんに かならす古ゝ呂遠可礼奴部之年比乃也宇仁天見寸久之こゝろをかれぬへし年比のやうにて見すくし太満八ゝ佐留部幾於利婦之丹物幾己衣阿者寸流たまはゝさるへきおりふしに物きこえあはする人尓天八安良无奈止 寸可仁事乃外尓八於保人にてはあらんなと すかに事の外にはお波奈多須此姫君遠以末ゝ天世人毛曽能人登志はなたす此姫君をいまゝて世人もその人とし
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武連止見太末不御志川良飛奈止毛加波良春見むれと見たまふ御しつらひなともかはらすみ曽可計乃御佐宇曽久奈登礼以乃屋宇丹志可計良礼そかけの御さうそくなとれいのやうにしかけられ太留耳女乃可奈良波奴己曽波部 久佐宇〳〵之遣たるに女のかならはぬこそはへ くさう〳〵しけ礼宮乃御世宇曽久仁天介不八以美之久思太末遍れ宮の御せうそくにてけふはいみしく思たまへ志乃不留遠加久和多良世太末部累耳奈武中〳〵奈登しのふるをかくわたらせたまへるになむ中〳〵なと幾古衣給比天武可之仁奈良比侍利丹計留御与楚きこえ給ひてむかしにならひ侍りにける御よそ比毛月比八以止ゝ涙尓霧婦多加利天色安比奈ひも月比はいとゝ涙に霧ふたかりて色あひな具御覧世良連侍良武止於毛飛太末不連登く御覧せられ侍らむとおもひたまふれと今日八可利八奈越也徒 左世給部止天以三之久志今日はかりはなをやつ させ給へとていみ くし
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徒久之多末部累物止毛又加左祢天太天末川連給部里つくしたまへる物とも又かさねてたてまつれ給へり加那良春遣婦多天末川留部之 於保之介流御志多加かならすけふたてまつるへし おほしける御したか左年八色毛於利佐万毛与能川祢奈良春心古登さねは色もおりさまもよのつねならす心こと奈流遠加比奈久也八止天幾可遍給己佐良末之なるをかひなくやはとてきかへ給こさらまし可八久地於之宇於保左末之登心久類之御返仁かはくちおしうおほさましと心くるし御返に盤春也来奴留止毛先御覧世良連丹奈武満は春や来ぬるとも先御覧せられになむま以利侍里川礼止思不太末部出良流ゝ事止毛於保久伝いり侍りつれと思ふたまへ出らるゝ事ともおほくて衣幾古盈左世侍良寿えきこえさせ侍らす
安末多年介婦安良太女之色己呂毛幾天盤あまた年けふあらためし色ころもきては
大正大學研究紀要
　
第九十九輯
178
六二
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奈美多楚婦留心地春流盈己曽思多末部志徒女なみたそふる心地するえこそ思たまへしつめ祢登幾古衣多万遍利御返之ねときこえたまへり御返し
阿多良之幾年止毛以者寸不留物八布里奴留人乃あたらしき年ともいはすふる物はふりぬる人の
奈三多成介利於呂可奈流部幾事丹楚安良奴也なみた成けりおろかなるへき事にそあらぬや
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延徳二年十二月廿三日
左近中将藤原雅冬花押
